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視聴覚教材の作成 と問題点
水 野 満
1視 聴覚教材のカパーするもの
A・ 規聴覚教材の定義
言語の学習は・私たちが私たちのコトバを習得 して行 く過程を考える時
に気付 くように,聞 く・話す ・書く ・読むの自然な順序で進めるべきであ
るというのが現在の言語教育にたず さわる人々の一致 した意見です。そこ
で聞 く一話すの段階で大きく浮かび上ってきたのが言語学習への視聴覚教
育的手法の応用 とい うことで した。学習の効果を高め得るようなものであ
るならば考えられ得るすべての手段が使われるべきであることは申すまで
もあ りません。言語は私たちの社会生活における相互の意志疎通の上で重
要な役割 を果た していますから,現実のコミュニケーシ ョンの状態を考え
てみても,視覚 ・聴単に訴えてのコミュニケーシ ョンの強化ということが
如何に大きな要素 となっているかも容易に うなず くことができます。
ここで考える視聴覚教材 とは,コ トバの学習において,そ の学習を促進
させるために利用できる視覚 ・聴覚に訴えての学習教材 と定義.しておきた
いと思います。現在では未だ言語の視聴覚教育の明確な理論体系はたてら
れてはいませんが,や がて種々の論議 ・意見が統一されて一つの学問体系'
が設立されようと思いまず。その一つ弔動きが,わ が国で一昨年創立ざれ
た視聴覚学会であろうと言えましょう、
B.視 聴覚教材の果たす役割
それでは,上 で定義 した教材をどのような方法で使 うべ きで しょうか。
それにはそれが果たす機能を見きわめる必要があ ります。視聴覚教材は学
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習の促進剤ですから,丁 度私たちの健康 を増進 させた 窮 また病気を起こ
させないように飲む予防薬,あ るいは病気になってしまったら早 く正常に
戻す回復剤 と同じように,二 つの機能が考えられます。
第一は・学習と視聴覚教材 を中心として始める揚合のその教材の果たす
役割です。学習項 目を設定 し,その項 目をすべて視聴覚教材の導入によっ
て指導して行 く方法です。これには考慮すべき問題がた くさん で て き ま
す。つまり耳か ら,目か ら入れて行 く方法ですから,これに適 した学習事.
項を順序よく作っておかな くてはな りません。たとえば,フ ランス語を学
習する際に先ず初心者のぶつかる難問題は動詞の変化です。 しか しもしこ1
れを最初から耳から入れてやれば,統 一のとれた学習が可能になるかも知
れません。ですから従来の規則・不規則・特殊動詞とい うことばを与える;
とによる心理的な圧迫を,音 の上から整理 したものにおきかえて学習させ
れぱ,従来の方法よりよ り少ない抵抗で学習が可能にな ります。現に当研
究所の研究員の一人がこれを試みて お ります。 発音 ・構文の学暫の際 も,
母国語 との対比の上で,一 連の学習段階が組み たてられる ようなものを,
受け入れ易いものから与える行き方です。ただこの方法を行なう上で考え
られることは,教材作成のために・相当の時間を必要 とすることであ り,そ
の与える順序づけにあたって,学 習全体の統一がくずれはしないかとい う
点です。この点に留憲 しなければなりませんから,周到な準備が必要とな
ってまいります。 しか し,・この方法の積み重ねによって最終的には効果的
な学習が期待できますか ら,初めの学習目的さえ明確にたてておけばよい
と思います。
第二は,既 に設定された学習事項に合わせて教材を作成し,それを学習
事項の補強として用いることができることです。既に設定されたとい うの
は・経験と他の学問・特に言語学 と心理学の成果から学習事項p導 入順・方
法が設定されていることを指 します。従って・なかには視聴覚教材が使え
ない揚合もあろうかと思われますが,こ れは最初から補強材として使用す
るわけですから一向に差 し支えありません。無理にどうしても視覚 ・聴覚
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に訴えねばならないとすると,・返って学習者の思考を惑わすことになるか
も知れません。補強できるものであるならあらゆるものを利用することで
す。 しかも翫に教場で学習 してきたものを・このカを借 りて補強 し自分の
目ものとするよう役立たせることになるわけです。現在の大勢はこの行き方
に賛成 しています。
以上のような視聴覚教育に対する二つの見方は,学 習を行なわせる目的
の設定即ち第一義的にか第二義的にかの相違から考えてきたもので,視 聴
覚教材が言語学習そのものに果たす役割から考えれば他σ)見方も成立ちま
す。たとえば,言語学習が当面の課題ですから,その学習を直接に援助す
るかどうかを見て行った場合には,一 つの.文型を習得させるために録音教
材 を何回となく聞かせると言った形は直接的利用と言えま しょうし,その
文型を使う背景 と言 ったもの与えることによって更に理解を強めさせると
いった行き方では,強 化利用 とも言 うことができます6
いずれの場合にしても,要するに言語を習得 させるという共通の課題を
より効果的な方法を駆使することによって達成 しようということには変 り
あ りません。ただここで必要なことは,先 ず教師自身が指導目的を明確に
した上で視聴覚教材を扱って行かねばならないとい うことです。私 自身 と
しては,第二の補強的な行き方が,目現実の問題 として,ま た教師が学習者
と直接のつなが りを持つという教場での直接指導の学習者に与える心理的
要素 とも併せ考えて,も っとも適切なものと信 じています。
II視聴覚教材の利点と問題点
A、 利 点'
1.視覚教材
常識的に考えてみても,視覚教材の利点は直 ぐ浮かびます。教場内へ指
導項 目で扱われている すべての物 ・場面等を持ち込むことは 不可能です。
限 られたものは直接その ものを学習者に接 しめることが可能であることは
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勿論です。 しか し持 ち込むことのできないものについでは,そ れに代るも
のとして,絵 ・写真 ・映画を使 うことができます。物体等を用いることに
よってそれ らが直接 コトパ と結びつかせたイメージを学習者の頭脳に刻む
ことができます。動的な要素を提供することにより,各自がそれに併なっ
て起こる思考形成過程と結ぴつかせて,よ り鮮 明なものとして学習するこ
とができ,従 って記憶の維持にも役立ちまする 絵な り写真な りで表現さ
れたものが,そ の表現法から学習するものの姿を強烈に頭に刻むことが
できるとい う利点を持ちます。私 自身の経験としては,こ れは英語の場合
ですが,HaIloweenの時にも使われるpumpkinを教える際,た また
まあ りま した農揚から農夫がそれをとりあげて示 している写真 を見せたと
ころ,学 習者が後 で語ってくれた ことなのですが,な るほ どかぼちゃは
あのよう.な葉 を持つものかとい う認識 と連結させて覚えたということで し
た。
またある表現を学習させたい揚合,ど うしてもそれが使われる場面が説
明の上からも,理解の上からも必要な場合がたくさん起 こってきます。 こ
うした時に写真なり,スライ ドな り,映画,特に映画の場合動きを伴なうの
でその効果が増大されまナが,そ の場面の設定に大きなカとな り,理解 と
学習を容易にさせることができます。語学学習にどうしても必要な反復動
作 を効果的になし得るのが映画という見事な手法です。フランスで作られ
た語学学習映画ですが,三人の老嬢が,家 の外で起こった事件を目撃 した
一入の老嬢に,数秒をおいてや ってきて質問する場面でした.こ うした手
法によって反復 という・ とかく機械的 ・・単調にな りがちな もの を抵抗な
く実施させることが できるわ けです。 絵 に よって何時で も簡単 にpre-
sentationができるとい う点です。ここで考えねばならないことは簡単さ,
簡潔さということです、それによって,特 に学習者が成人の場合には,絵
な り写真な りが余 りにもe1Rborateな場合にそれから連想させ られる他g
概念を規制することができます。つまり余計な他の概念によって・求める
表現が出るのに時間をかけることがないということです。
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2.聴 覚教材
第一に考え られ る点は,教 師 自身が 教える言語のnativespξakerでな
い場合には,聴 覚教材 によってそれ を補 うことが できる ことです。 ここで
は 目本人で外国人 に 日本語 を教え る方た ちが対象 ですので・ この点にあ て
はま りませんが,そ れ で も忘れては ならない点は,聴 覚教材 を使 うことに
よって学習者 にい ろい ろな話者のspeecbを聞かせ ることがで きる ことで
す。多 くの話者のspeechに接する機会 を与え ることは・穂覚教材特 に録
音 テープ教材が な くてはできない ことで あ ります。それ と同時 に,学 習 者
の特定の人だ けの声 でな ぐては理解が できない とい う弊害 を取 り除 くこ と
にもな ります。
第二は,学 習者 の学習 を平均化する ことが できることです。特に録音 テ
ープ教材 を使 うことに よって、特定個人に対す る指導が多 くなるとい う弊
害が起 こらな くな ります。意図す る学習項 目を同一の速度 で学習す るこ と
ができます。
第三は,教 師一人 で同 じ教 える ものを繰 り返 して行 な う際 に,同 一人 の
発話 では あるがそれ を繰 り返 してい る うちにそれぞれに差異が でき,こ れ
が学習者 にどれ を取 づた らよいか とい う疑問 を起 こさせ ますが,こ の不統
一 にな っ七 しま う弊害 を録音 テープ教材が取 り除 くことが できます。繰 り
返 え しとい う動作か ら,個 々の発音 も変 ることもあ りえます。 ですが ら学
習を果たすた めには で きるだけ同 じ条 件下の発話 に 接 しめる ことに よ り,
ともか く学習項 目を習得 させるこ とが必要 です。
第 四は,一 定 の速度 で与えられ るstimulusに対す るresponseを一定
のポーズ 内で しなけれ ばな らない よ うにデザイ ンされたテ ープを使用す る
ことによ ウ,と もか くstimulu5に対 して迅 速にresponseを与え る 自動
的な習慣 をつ け させるのに大い に役立つ とい うことです。実際の 日常 のコ
ミュニケ ーシ ョンにあた っては,こ の習慣 は特 に大事にな ることです。教
師 自身 がstimulusを与え るとする と,ど うして もそ こ に人 情が起 こ り,
生徒のr岱PQnseがでるまで待つ とい うことにな り,こ れが かえ づてre一
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sponseを出すまでの迅速餐思考形成の過程を作 り出す習慣の 形成の阻害
とな ります。学習者に とっては最初 は辛 い ことか も知れ ませんが,長 い 目
で見れば,Aを 聞 けばBが 直 ちに とい うautQamtichabitの形成 に大 き
く貢献できる ことは班に多 くの経験が証 明 しています。
B,問題点
1.視覚教材
特にかいた絵を学習者に提示する蝪合,そ の絵から学習者のすべてが同
一のイメージを描いてreSPQ皿seを与えれば問題はないのですが,そうでな
い場合は問題になります。.ですか ら先に述べま したようにできるだけ簡潔
にすることは必要ですが,そのために求める エeSPQ恥eがゆ められるよう
では適切な視覚教材 とはな りません。私自身経験 したことですが,これは
英語の場合で直接授業の際に使用 した時ではあ りませんが,ミ シガン大学
に留学 した際に外国人なら誰でも受けねばならない英語の試験を受けた時
のことです。テープを聞きながら答案にある絵をみてOを つける問題であ
ったように思いますが,こ の際かかれている絵は犬が人を追いかけている
絵のようで・求める文を出させるために色々と取 り得るようなもので しノ鮎
犬が人を追いかけているのか,犬が人を咬 もうとしているのか,.犬が人に
向かって吠えているのか,この三者のうちのどれにでも取れるもので した。
このようなものでは所期の目的を達成するに適 した絵 とは言えないで しょ
う。つまり絵の巧拙とい うよりは表現の仕方によってその絵が教材 として
適切であるか不適切であるかが定まってくるわけです。
また逆に余 りにもelabQrateなものですと,それに付随 して余計な要素
を考えさせがちにな ります。この辺が視覚教材 を取 り扱 う上でむずか しい
ところです。最終的に適切性を定めるのは,やは りた くさんの学習者に提示
して,そ の結果最 も抵抗の少ないものを最適 とすることにな ります。一方
的な押 しつけは危険で,学 習者の立場になって考える必要があ レます。時
間 ・費用の問題は,どんな教材を作る場合にも問題となることですから,こ
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こでは言及 しないことに します。
2,聴覚教材
録音テープ教材は,反 復練習に用いた場合には,学 習者のStimulusに
対するautomaticfesponseを形成させるgに役立ちますが,そのstimulus
の長ざ 反復回数等から,単調に陥 り易い点が問題 となります。長時問学
習者に聴覚教材を強いることは,直接の指導と違って,集 中度を強めねば
ならないという精神面の緊張 ・心理面への圧迫から・疲労度が早めにきま
す。疲労度が増加すれば倦きがきます。従って学習の効果が薄れてきます。
特にスピーカを使用する場合には,精神の高い 集 中度を要求 しますか ら,
疲労度が増大 します し,ス ピーカーに対する学習者の位置 も考慮しなけれ
ばな りません。離れていてはどうしても集中が散漫にな りがちであること
を訴える学習者には,そ の心理面の学習に対する阻害を除いてやらねばな
りませんから,で きるだけそれを取 り除く必要があ ります。』
録音テープの場合には録音技術の問題にもなりますが,そ の教材の録音
度の鮮明 ・不鮮明の学習者に与える心理的影響も見逃すことのできない点
です。教材としては,雑 音の少ない音の明瞭度が高いものを使わなくては
ならないことは勿論のことですが,実 際のコミュニケーシ ョンの状態を考
えてみる時には,こ のような雑音のまざった状態が多いで しょう。初期の
段階では学習をさせるのが第一の目的ですから,最良の状態で教材を提示
することを先ず考えねばなりません。 しか し学習が進むにつれて,必 ず し
も明瞭度の高いものを使用することなく・その状態にあっても自分の注意
を集中 し,.理解することができるという習慣をつけ させ る こ とも必要で
す。ですから,問題はどの段階から比較的明瞭度の低いものを混ぜて行く
かを考える必要があ ります。
C,視 覚教材 と聴覚教材を扱う上での望ま しい姿
L視 覚 ・聴覚教材の併用
今まで述べてきたそれぞれの利点と問題点を考えてみれば,両者互いに
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その欠陥を補な うことができるようその併用が考えられます。視覚教材が
てesponseを発せ させる思考過程の成立をイ メージと結びつかせて強化 し
て行くものであ り,それを音に結びつかせたイメージに してやるのが聴覚
教材です。両者の併用によって学習者の感ずる疲労 ・単調 さを救 うことが
できます。 両者の併用によって学習指導の様々な組み合わせが 考えられ,
v短e亡yに富んだ形で指導を行なって行 くことができます。
III視聴覚教材の種類
視聴覚教材は先の定義から,とにか く学習効果を増大 させ るために使用
し得るあらゆるものを含みますから,様 々な形のものが考えられます。そ
ういう意昧で,こ こでは両者の教材の種類を広義の意味から考えられ るも
のすべてを考えることに します。
A.視 覚教材
簡単なものから複雑なものまで様々のものが考えられ ます。
1・現にあるもの。身近かなものには教揚に持ち込み得る実際 の事 物.
指導にあたっては身近かにあるすべての ものを有効に使 うこ とが必要 で
す。これには教師の学習項 目に沿 った身振 り・動作を含めて考えられます。
事物の説明ばか りでなく,応答の際のうなづき等 も忘れられない要素とな
ります。
2.製作するもの,製 作されたもの
板書,カ ー ド,絵(絵画 も含みます),ポスター,写真,広 告,地 図,,模
型,標 本投影す るもの。 スライ ド,フィル ム ・ス トリップ。
B』聴覚教材 ラジオ,録 音チープ教材.
ラジオの場合には,直 接それを教場で聞かせる揚合 と,必要なものを録
音テープに しておく二つの揚合が考えられ ます。従って録音テープも,教
師 自身が製作す るオ リジナルなものと,ラ ジオ ・映画 ・テレビ ・レコー ド
等から取 ったものがあ ります。製作す るものには,学習すべきものの多く
の違 った話者による録音も含まれ,ま た学習の補助 とな り得,る音 の録音,
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た とえば,電 車 の音,雨 の音,自 動車の音な ども含 めます 。
C.視 聴覚教材
視覚 ・聴覚 の両者 に うったえるもの,テ レビ ・映画 。
IV製 作上考慮すべき問題点
A.器 具とその製作について
道具を使 う場合のその道具の選択はここでは扱わず,視 覚 ・聴覚教材 を
製作する上で使わねばならないカメラ ・テープレコーダーに問題を絞 りま
す。これら器具を用いるにあたっては誰 しも高性能なものを望むのは当然
のことです。 しかもそれらを用いればより優秀な教材が得られることも当
然です。 しか しこれはその器具のメカニズムとその操作方法を十分にわき
まえた結果得られるものです。なまじっかな知識ではかえって失敗作を生
むことになります。高性能のカメラを用いれば,露 出とシヤ ッター速度の
関係が微妙な効果を生みますから,中途半端な知識では不鮮明なものがで
き上 ります。テープ レコーダーの場合はカメラほど微妙なことはあ りませ
んが,そ の接続方法と録音状態の読み方の問違いか ら期待 したものが得 ら
れなくな ります。そこで,簡 単に扱い易 くしかも問違いな く欲 しい作品が
得 られるものを選ぶ ことが必要です。第一,経 済的な面から考えて もその
方が望ま しい場合が多いようです。E.E.カメラ,テ ープ レ=一ダー等は
メーカー,エ ージェントな りから納得の行 くまで説明を聞いて選択すれば
・先ず問違いあ りません。E.E,カメラの場合には,照 明の不足がちな影に
なる状態にある時や,室 内での癖を熟知 していれば失敗 もな くなります。
テープ レコーダーの揚合には,録音状態を示すマジ ック ・アイ をその両端
を重複 させないように録音することがこつですが,機 械によっては多少 し
た方がうまく行 く場合があります。要は自分の使用する機具の癖 を早 く掴
むことです。これ らのことはすべて常識的なことなのですが,や やもすれ
ば見逃 して しまう事柄です。
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レコー ド ・プ レーヤrラ ジオ,テ レビ等か ら録 音す る場合 には,そ こ
か ら出る音 の歪 を接続す る際に防 ぐよ うにすれば よいわ けですか ら,以 上
のものにouφutの 端子 を持 っている ものを選 ぶ ことが必要です。 も しそ
うしたものがない場合には,ス ピーカーに結ばれている両端の線をテープ
レコーダーの入力と接続すればよいわけです。テープレコーダーにjnput
としての端子がない場合にはその間に抵抗を入れて音に歪をきたさないよ
うな謹慮も必要です。現在これに適 したものには,ソ ニーで出されている
PC3と名付けられている8Ω の抵抗が入ったコネクターがあります。
SP等のレ]一 ドから録音する場合は特に針音が気にな りますが・これ
も技術者に聞いて接続の問に抵抗を入れてや りますと,あ る程度針音を最
小にすることができます。
一般には出力の方のボ リュームを適切な所に調節 しておき,入力のボ リ
ュームを余 り上げない方が録音がよくできます。 しか しこれ も何回か 自分
で調節を経験 し,出来上 った ものを比較 して最適の状態を覚えてお くと便
利です。
B.目学習面を考慮 した揚合
両教材の問題点の ところで述べておきましたが,視 覚教材の場合特に絵
の揚合には,余計な考えが超こらないよ うな表現法をとることが必要です。
映画で人物の動 きだけに注意 を集中させて ある文型を習得 させ る場合 に
も,学習者の注意が他の要素,た とえば背景などに集中するようなもので
は,視覚教材 としては不適切であると思います。特に学習者が相当の学習
を経て来た後では,こ れによっていろいろな事を学習の言語で表現させて
見るという付随的な学習効果をあげることもできますが,初 めたばかりの'
学習者に対 してはこの点を注意することが必要です。
parttempraCt三ceの反復練習 みでは,実際の場面で使いこなせな》.と
い うことを 多くの人が問 題 点としてあげています。 こ う したこ とか ら
pattempエa¢亡iceが無意味なものであるとい う印象を与えないためにも,
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これ に 訟u甜onを 与 える工夫を した い ものです。 それには ど うして も絵
な りフィル ムによる,あ るいは実際のdemonst【a仁ioユに よる場面づけが
大切 です。 とか く聴覚教材 を健 って の反復練 習は,単 調 に 陥 り易 く,理'
解 に基 づい たautDmaticresponseカヨ単 な る反復 のた めの 血 の通 わない
mec五anicalなもの になって しまい ます。 この点 を考慮 すれば,た とえば
反復 回数 をあま り多 く しない よう・反復 練習時間 を長 くしない よ う工夫 す
る ことが必 要にな って きます。話者 を と りかえ ることも心理面 での気分転
換 とな り効果があが ることも考え られます。 これ らはすべ ていろいろな グ
ル ープに試 み疲 労度の測定 と併せ 考えて,repetkipnの回数,ポ ーズの長
さ(学 習の文よ.りもどの程度長 くす るか)な どを定め て・ そのグル ープの
構 成か らみてその都度臨機応変の処置 が望まれます。 とい うのは,学 習者
が どの揚合 にも同 じような習得才能 を持 つ とは考 えられないか らです。 た
だこ こで大 切なこ とは,そ うした ことを試 み ることに よって,直 観 にたよ
る ことを避 けて,あ る程 度科学的 な裏付 けをする とい う態度 を持つ こ とで
あろ うと思 います。
C・ 言語 学 と学習心理学の成果
特 にアメ リカの構 造言 語学の成果が導入 され て以来,語 学 教育にr大 革.
新 が もた らされ,,その効果が従来 のそれ よ り一層 あが ってい ることが実証
されるよ うにな りま した。周知の事実 としては・学習言語 と母国語 との対
比か ら・指導上 の強調 を どこにお くかが定 めら れ・特 に 発 音の指導には
minimalpair5の考えが導入 され ま した。 ただ この揚合 もそれぞれ の音 を
speech.の流れ に入 れないでisolationの形 で出す こ とは はなはだ危険で
す 。特 に将来 その言語 を 自分 の専 門とす る場合 は別 です が,speechの流
れ の中でそれ らの音 のrecognitionをする練 習の方が,そ の音,そ れか ら
なる語,そ の語 を包 む大 きな環境,.それか ら意味 を持つ発話 となる とい っ
た コ トバの配列 の中での理解 を促進 させ る ことができるわけです。
generatjvegrammarの考 え方 か ら,も とにな る文 を先 に習得 させ,そ
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の文から派生 して行 く文を順序よく導入 してゆく方法.も一つの方法です。
何人かの構造言語学者が従来の英語の伝統文法の曖昧さをついていること
から,特に名称にこだわらず,文 のある位置を占める語の配列の上から考
えて行くsubstitadQndエillsの構成も考えられます。これらの成果の応用
を現揚の教師がいろいろと考えて行 くことが必要です・
先に述タたように視聴覚教材はあく まで学習を強化す る手段です から,
それらの提示によって,学 習効果の遅れがある場合には,な ぜその遅れが
発生したかを,学 習心理学的に見て行 く必要があります。
また言己憶の縛 というのが学習上大訟 粟素ですが・どの位の恥 稼
までがその記憶の維持上可能であるか,視 覚 ・聴覚の両面から検討 しなく
てはなりません。
効果をあげる上での報賞の是非 も併せて考えなくては な ら ない 問題で
す。
その他学習者の学習を受ける準備 ・緊張を強化させる手段として視徳覚
教材を考えて行くことが望ましいと思います。
D,学 習事項 にそった教材 の構成,
いろいろな教材の構成法が考 え られ ますが,比 較的一般的に流布 され て
い る型 を考えてみま しょう。第一の型 は発音 練習用,第 二 の型は理 解度 に
つ ながる質問 ・応答の型,第 三 の型 は文型練 習用,第 四の型は 自由表現練
習用 が考 えられ ます。
特 に発音上 での聴覚教材 が果 たす 役割 は大 き く,個 々 の 発音 の特 徴,
rhythm,i皿tQnationpattenrsを何 回かの反復 で話者そ っく りの状態 を再現
させ ることがで きます。た だ文のinton甜Onの 問題 では,あ ま り強調す
る点 を表面 に出 し過 ぎると,そ の特徴が過大 に取 られ 七,い わゆ るいかに
も外国人 ら しい 日本語 になって しまい ます。 日本語の疑 問文がそれにあ て
はま ります。確かに実際 の会話 でわれ われ は 「か」には英 語でい うrising
至ntonationを使 っています。 しか しうっか りこれ を強調 し過 ぎる と,こ
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れが耳 ざわ りになるほ ど高 くい う習慣 をつげて しまい ます。
与える教材 のspeedに ついては どうで しょうか。現在 のす う勢 は,と
もか くna亡uralspeedで与 えるべきで ある とい う所 に落 ち着い てい ます。
ただ問題 は,個 々の発音 をゆっ くり聞かせ る とい う正確度 をとるか,流 れ
にそ った中で全体 を理解 させ て行 くか とい う点 です。 ゆ っ くりす る もの を
使 うことによ って正確 さを把握す ることも事実 です し,そ れ によって全体
の調子 をくず させる ことも事実 です。 しか し,現 実の問題 と して,namra1
な もの を繰 り返 え し聞かせ ることに よって 全体 の調 子 を くず さ せ ない 方
が,最 終 的には よ り効果的であると思 います。
文型練 習で考えねばな らないことは,先 に も述 べま した よ うに理解 のな
い ままの機械的 な反復では意味があ りませんか ら,substitut三〇nで の語 の
一つの位置の取 ウ換え と,そ れ以上の取 り換え をm圭xし た もの も考 えて,
どれ をだ して も答え られ るか どうか を,テ ス トの意味か らも必要 とな って
きます。「私 は昨 日学校 に行きま した」の文型 の学習 で,匿 に一つ一つ の語
のsubStitutionの学習 を終 えた後 でならば,彼 とい う語 が与 え られれ ば・学
習者は 自動的に 「彼は学校に行 きま した」 とい うresponseを出 さねば な
りません し,「明 日」 と言 えば,当 然 テ ンスも 考 えた結果答えねばな りま
せ ん。 こ ういった事は同 じ型での反復の練習の揚合 には機械的 に出 てきま
す が,混 ぜ た場合 にも出 てきては じめてその文型 が理解 できた と申せ ま し
ょう。
特 に 日本語 ではonamatopoeiaが多 くて,学 習者 を悩ませ るよ う です
が,こ れ も録音教材 で音 を聞かせ た 弘 あるいは映画 の中での動 きを見せ
るこ とによって理解度 を促進 させるこ とが で きます。 抽象 的な概念 な ど
も,徒 らに長い説 明を理解 されない ままに続 けるよ りは,そ の場面 を与 え
るこ とによって早 く理解 させるこ とが できます。 た とえば,「反射」 など
とい う概念 も,建 物が水面 に移 った スライ ドを見せ ることによって直 ぐに
理解 させ るこ とが可能 とな ります。
・一109一一・
E.疲 労と音楽
長時間視聴覚教材にょる反復動作から,学習者はその疲労か ら学習の効
果がうすれてきますが,従 来そのような際には音楽を聞かせてそれを除 く
ことができると言われていますが(たとえばHξubner),これははなはだ
疑問であると思います。確かに産業界なども音楽を流 しながら,あ るいは
体み時問に音楽を聞かせてその緊張度を和 らげることにょり生産をあげて
いますが,こ の場合と学習の面の相違を注意 しなければならないと思いま
す。生産に従事する揚合には,多 くの場合思考をわず らわさない本当の
瓜echanicalな動作で作業 を進めて行 くことが多いですから,や わらかな
back落∫qundmusicの効果があげられようというものです。言藷の学習に
はどうしても相当程度の心の集中が必要となります。従って一旦学習に向
けられた集 中力を,音楽によりて中断させて,また新たに集中力を換気さ
せようとするには,そ こに大きな10s串があるように思われます。ですか
ら,聴覚教材を使用 していた場合には,イ ヤホーンなり,ス ピーカーの音
から解放 して,.視覚教材に移 らせるとかをすることによって,学習のもの
から注意をそらさせないようにすることが肝要です?目
以上視聴覚教材で考慮すべきζとをあげてきましたが,そ の果たす役割
を十分検討 して学習の効果の増大をはかることが必要です。
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